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繊維系三学会合併協議に
関する進捗について

繊維学会会⻑ ⼤⽥康雄

2024/6/14 
2024年度繊維学会通常総会

報告事項

1

１．経緯
• 2023/11/18：当理事会にて「三学会合併に関する検討再開に関し

て議論を再開する事」の承認得て、その後HP・学会誌にその旨、
掲載。
• 2023年末   : 他の⼆学会においても上記を承認および確認。
• 2024/2/23 : 「繊維系三学会会⻑・副会⻑懇談会」にて、上記の

再開を三学会で確認。以後、本会を「繊維系三学会合併に関する協
議会」（以下協議会）として本件の議論を再開することとした。
• 2024/3/31 ：第2回協議会開催。今後の議論の進め⽅を協議、基本

的には細部検討を各WGで実施、全体⽅針・調整必要事項は協議会
で検討することとし、各WGの活動を開始した。
• 2024/5/19   : 第3回協議会開催。各WGでの討論内容（課題の抽

出）の報告を受け、その中から全体課題の抽出およびWG間の調整
等の進め⽅を議論した。
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２．協議会のタスク
１．三学会統合の意義の再整理（メリット、デメリット）

ー新学会のビジョン・ミッション（将来構想WGと連動)
ー新学会のあるべき姿（将来構想WG、国際WG等と連動）

２．新学会のフレームワークの再検討
ーガバナンス体制（理事会、各種委員会等）
ー運営・実務体制（事務局、⽀部運営等）
ー財務プラン（財務WGと連動) 等

３．具体的な新学会の運営に関してのプランと⼯程表の提⽰
ーWGが中⼼に細部を検討、協議会は上位⽅針として調整

⇒合併前に決定できない事項は期限と⼯程表を提⽰

3

３．各WGの構成と検討課題 （敬称略：●リーダー）
各ＷＧ 繊維学会 日本繊維機械学会 日本繊維製品消費科学会 主要課題（一例）
①将来構想 道信（東工大） 竹本（武庫川女子大） 藤田（共立女子大） ・新学会のビジョン・ミッション

増田（東レ） 廣垣（福井大） ●森下（滋賀県立大） ・新学会のあるべき姿

②学会誌検討 内田（岡山大） 西村（大阪技術研） 杉浦（京都産技研） ・統合プラン
●村瀬（副会長） 勝（アシックス） 森下（滋賀県立大） ・将来構想（電子化など）

③論文誌検討 武野（岐阜大） 保田（愛媛大） ●大矢（横国大） ・英文誌・和文誌としての統合
鬘谷（和洋女子大） 喜成（金沢大） 箱井（大阪人間科学大） ・IF向上の方策

④年次（秋季）大会検討 中澤（東京農大） ●田上（福井大） 榎本（京都女子大） ・統合（2026年度の計画着手）
花田（東京家政学院） 橋本（TMTマシナリー） 上條（信州大） 　場所・運営等の基本的考え方

⑤催事・研究(委員)会検討 濱田（東京家政大） ●倉敷（大阪大） 榎本（京都女子大） ・統合（充実化）・あるべき姿
竹中（京大） 若松（大阪大） 小田（東レ） （どのようなｻｰﾋﾞｽが提供可能か？）

⑥国際化 ●木村（信州大） 金井（信州大） 薩本（横国大） ・あるべき姿・ビジョン提示
櫻井（京工繊大） 小野（岡山大） 深沢（京都教育大） （どのようなﾒﾘｯﾄがあるか？）

⑦事務局検討 大田（会長） 井上（神戸大） 大矢（横国大） ・運営全般（定款作成）
（支部、学会賞を含む） 辻井（副会長） 田上（福井大） 西（事務局長） ・事務所、人員等の在り方

山本（事務局長） 高平（事務局長）
⑧財務検討 村瀬（副会長） ●西脇（アシックス） 小田（東レ） ・財務の基本設計（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）

増田（東レ） 高平（事務局長） ・会費等の細部設計
・中期計画（健全化）

⑨HP検討 未定 未定 未定 ・統合
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４．今後の予定（案）
(2026 年4⽉新学会発⾜とした場合の仮設定）

• 2024年8⽉ ：協議会（各WG)としての中間案作成
 同時期ごろ ：各学会での広聴会等の意⾒交換

• 2024年10⽉ ：協議会（各WG)としての最終報告の提出
        同時期ごろ  ：各学会での広聴会等の意⾒交換（第２回）
• 202４年年内めど：協議会としての合併提案のまとめ
• 2025年年初〜 ：各学会の理事会での審議・決議（仮）
• 2025年6⽉ ：各学会の通常総会にて決議（仮）

同時期 ：新学会合併準備会（仮称）発⾜（仮）
• 2026年4⽉ ：新学会発⾜（仮）
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5．議論の透明性の向上に向けて（繊維学会）
• 理事会議事録をHPにて公開（202４年開催分より）
• 「繊維系三学会合併に関する協議会」の議事録をHPおよび学会

誌にて公開：合わせてGoogleﾌｫｰﾏｯﾄでのご意⾒窓⼝を開設
• 「合併協議」の節⽬での進捗状況の報告（HP−ｱﾝｹｰﾄ実施、学

会誌掲載、総会での報告等）
• 「三学会合併の検討状況」に関する公聴会の開催（今後予定）

本件にかかわらず、執⾏部・理事会の運営に関しましては今後も
その透明性を⾼めてまいります。
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